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令和７（２０２５）年１月の調査結果



「予定納税の支払いが、事業資金の支払いに影響を及ぼし、会社として少ない利益を圧迫する形にな

っている。毎回消費税は別にプールしておくべきだが、なかなかそれがうまくいかずに支払いや給料

にあててしまうので、予定納税の次期は資金繰りに苦労してしまう」（とび）「賃金の約６％アップを

決定したが、売上高、採算を確保するためにはエネルギー等のコスト増も予想されることから、営業

活動やDX化を取り入れた効率化など、様々な努力を伴う必要がある」（地質調査） 

「原材料やエネルギー、仕入れ商材等のコスト増だけでなく、間接的な費用も上がってきているので、

多少の売り上げ増だけでは、コストアップ分をカバー出来ない状況になっている。賃上げも毎年行っ

ているが、来年度はかなり厳しい状況になりそう」（自動車・同附属品製造）「年度末は、ユーザーの在

庫調整が出てくるので、売り上げ、利益とも減少。従業員でインフル等ウイルス感染者がでてきてい

るので公出で補っている状況。原材料等アップやこれからの春闘でのコスト増が考えられるが、製品

単価アップで吸収できないのが現状」（その他の鉄鋼）「今後賃上げと物価の上昇がじわじわ業績を悪

化させる可能性がある」（一般産業用機械・装置製造） 
 「月間を通じて天候も安定し、人流・入店客などは堅調に推移。カジュアル衣料、服飾雑貨など上向き

傾向。カテゴリー問わずテナントの人員不足の声多く、複数店舗兼任など増える。コスト高による出

店マインド低下の声もあり、今後の不安材料」（百貨店）「コストプッシュ型インフレーションで物価

上昇が続いているが、賃上げが追い付かず実質賃金は低下しているので、客数は増加してきているが、

客数程売上は上がっていない。また、人件費と水道光熱費の上昇は売上増加幅で吸収できるものでは

ないため、採算ベースでは悪化している。原価上昇分を価格に反映できない中、経費上昇が続いてい

る。賃上げは競合との差別化でせざるを得ないので悩ましい」（大型小売店） 

「従業員募集のための費用が大きい、効果もなかなか期待できない、ジレンマを感じる。今年の４月

は関西万博、７月にテーマパークジャングリアがオープンするので期待はしているものの、過去のケ

ースでは、宿泊、交通機関の座席が取れず、苦労するのではないかとちょっと心配」（旅行）「学習塾は

人件費の負担が大きいため、１０月にアルバイトの時給を上げた影響が徐々に出てきていて、進学年

度からの授業料にどの程度反映させるか非常に難しい判断に迫られている」（学習塾） 

１月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、▲１７．１（前月水準１４．６）となり

マイナス幅が２．５ポイント拡大した。 

各業界、賃上げによる人件費圧迫やコスト増の継続に

より採算ベースの悪化を辿る。製造業・卸・小売業・サ

ービス業では継続する原材料費・販管費等の上昇に加

え、賃上げによる人件費が圧迫し、売上、製品単価アッ

プのみでは上昇した諸費用の部分が吸収しきれず厳しい

との声。建築業では、資金繰りに苦戦する一方で、DX

化を取り入れ効率化を図る必要性を述べている。 
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継続する物価上昇に加え賃上げによる人件費の増加に苦慮の声。先行きへの不安視のコメント多数。 

回答期間：令和7年1月20日～令和7年2月3日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数70 

柏の景気情報（令和７年 1 月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．１に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１５．４で、柏のほうがマイナス幅が

１．７ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製

造業・卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 17.1 ▲ 43.7 ▲ 15.0 ▲ 5.2 ▲ 6.6

▲ 15.4 ▲ 10.6 ▲ 20.7 ▲ 19.7 ▲ 9.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 11.4 ▲ 50.0 ±0.0  10.5 ▲ 13.3

▲ 2.2 ▲ 7.3 ▲ 7.2 ▲ 5.4 7.4

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.8 ▲ 43.7 ▲ 10.0 ▲ 21.0 ▲ 20.0

▲ 19.4 ▲ 16.1 ▲ 19.7 ▲ 23.6 ▲ 16.4

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 70.0 ▲ 62.5 ▲ 70.0 ▲ 84.2 ▲ 60.0

▲ 67.2 ▲ 70.1 ▲ 59.8 ▲ 72.8 ▲ 67.4

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 12.8  25.0  20.0 ▲ 5.2  13.3

24.3 38.7 13.3 23.1 28.2

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 8.5 ▲ 12.5 ▲ 15.0 ▲ 5.2 ±0.0

▲ 11.8 ▲ 5.3 ▲ 12.4 ▲ 15.4 ▲ 12.4

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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調査期間：2025年1月16日～22日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
８月 ▲15.4 ▲ 11.6 ▲ 24.4 ▲ 19.9 ▲ 18.4 ▲  5.2 

９月 ▲14.1 ▲ 8.4 ▲ 23.4 ▲ 16.1 ▲ 18.7 ▲  4.3 

１０月 ▲17.2 ▲ 11.8 ▲ 22.0 ▲ 26.1 ▲ 24.1 ▲  6.9 

１１月 ▲16.3 ▲ 12.6 ▲ 20.4 ▲ 19.0 ▲ 23.2 ▲  8.5 

１２月 ▲14.4 ▲ 11.3 ▲ 21.4 ▲ 17.5 ▲ 20.2 ▲  3.4 

１月 ▲15.4 ▲ 10.6 ▲ 20.7 ▲ 17.2 ▲ 19.7 ▲  9.4 

見通し ▲ 16.4 ▲ 10.6 ▲ 19.1 ▲ 26.6 ▲ 17.7 ▲  12.2 
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〇

〇

令和６年 令和7年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2～4月 ( 1～3月 )

全産業 ▲ 15.7 ▲ 9.6 ▲ 29.7 ▲ 6.1 ▲ 14.6 ▲ 17.1 ▲ 15.7 ( △ 1.3 )

建  設 ▲ 5.5 ▲ 10.0 ▲ 21.4 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 43.7 ▲ 25.0 ( ▲ 11.7 )

製  造 ▲ 38.8 ▲ 31.5 ▲ 50.0 ▲ 11.7 ▲ 42.1 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ( △ 10.5 )

卸・小売 ▲ 30.0 ▲ 9.0 ▲ 45.0 ▲ 21.7 ▲ 35.0 ▲ 5.2 ▲ 36.8 ( ▲ 25.0 )

サービ ス △ 10.0 △ 9.0 ±0.0 △ 13.6 △ 21.0 ▲ 6.6 △ 13.3 ( △ 31.5 )

令和７年（２０２５年）１月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１７．１（前月水準▲１４．

６）となり、マイナス幅が２．５ポイント拡大した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１５．７（前月水準

△１．３）となり、マイナス幅が１７．０ポイント拡大した。
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ＤＩ値
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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建 設

製 造

卸・小売
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円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年 令和7年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2～4月 ( 1～3月 )

全産業 ▲ 3.9 △ 4.8 ▲ 12.1 △ 4.9 ▲ 13.3 ▲ 11.4 ▲ 7.1 ( △ 12.0 )

建  設 ±0.0 ▲ 10.0 ▲ 7.4 ▲ 5.2 ▲ 29.4 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ( ▲ 11.7 )

製  造 ▲ 27.7 ▲ 21.0 ▲ 25.0 ±0.0 ▲ 31.5 ±0.0 ▲ 5.0 ( △ 5.2 )

卸・小売 ▲ 10.0 △ 9.0 ▲ 25.0 ▲ 4.3 ▲ 20.0 △ 10.5 ▲ 26.3 ( △ 10.0 )

サービ ス △ 20.0 △ 36.3 △ 10.0 △ 27.2 △ 26.3 ▲ 13.3 △ 33.3 ( △ 42.1 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．１（前月水準△

          １２．０）となり、マイナス幅が１９．１ポイント拡大した。

○

【売上について】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１１．４（前月水準▲１３．

３）となり、マイナス幅１．９ポイント縮小した。
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売上ＤＩ値（前年同月比）の推移
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■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和６年 令和7年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2～4月 ( 1～3月 )

全産業 ▲ 15.7 ▲ 10.8 ▲ 22.9 ▲ 11.1 ▲ 12.0 ▲ 22.8 ▲ 17.1 ( △ 6.6 )

建  設 ▲ 5.5 ▲ 15.0 ▲ 14.2 △ 5.2 ▲ 17.6 ▲ 43.7 ▲ 31.2 ( ▲ 11.7 )

製  造 ▲ 44.4 ▲ 36.8 ▲ 50.0 ▲ 29.4 ▲ 31.5 ▲ 10.0 ▲ 20.0 ( △ 5.2 )

卸・小売 ▲ 25.0 ▲ 13.6 ▲ 40.0 ▲ 39.1 ▲ 25.0 ▲ 21.0 ▲ 42.1 ( ▲ 5.0 )

サービ ス △ 10.0 △ 18.1 △ 15.0 △ 18.1 △ 26.3 ▲ 20.0 △ 33.3 ( △ 36.8 )

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．８（前月水準▲１２．

０）となり、マイナス幅が１０．８ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．１（前月水準

△６．６）であり、マイナス幅が２３．７ポイント拡大する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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建設業
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年 令和7年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2～4月 ( 1～3月 )

全産業 ▲ 59.2 ▲ 60.2 ▲ 62.1 ▲ 59.2 ▲ 62.6 ▲ 70.0 ▲ 57.1 ( ▲ 52.0 )

建  設 ▲ 33.3 ▲ 55.0 ▲ 42.8 ▲ 47.3 ▲ 47.0 ▲ 62.5 ▲ 37.5 ( ▲ 47.0 )

製  造 ▲ 77.7 ▲ 73.6 ▲ 60.0 ▲ 58.8 ▲ 57.8 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ( ▲ 47.3 )

卸・小売 ▲ 70.0 ▲ 70.0 ▲ 75.0 ▲ 78.2 ▲ 75.0 ▲ 84.2 ▲ 78.9 ( ▲ 65.0 )

サービ ス ▲ 55.0 ▲ 50.0 ▲ 65.0 ▲ 50.0 ▲ 68.4 ▲ 60.0 ▲ 46.6 ( ▲ 47.3 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５７．１（前月水準

▲５２．０）となり、マイナス幅が５．１ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７０．０（前月水準▲６２．

６）となり、マイナス幅が７．４ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合
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仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年 令和7年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2～4月 ( 1～3月 )

全産業 △ 17.1 △ 21.6 △ 21.6 △ 23.4 △ 25.3 △ 12.8 △ 15.7 ( △ 33.3 )

建  設 △ 44.4 △ 50.0 △ 28.5 △ 42.1 △ 41.1 △ 25.0 △ 37.5 ( △ 47.0 )

製  造 ▲ 11.1 △ 10.5 △ 5.0 △ 5.8 △ 10.5 △ 20.0 △ 20.0 ( △ 26.3 )

卸・小売 ±0.0 ▲ 4.5 △ 15.0 △ 13.0 △ 5.0 ▲ 5.2 ▲ 10.5 ( △ 10.0 )

サービ ス △ 35.0 △ 31.8 △ 40.0 △ 31.8 △ 47.3 △ 13.3 △ 20.0 ( △ 52.6 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△１５．７（前月水準

△３３．３）となり、プラス幅が１７．６ポイント縮小する見通しである。

【従業員について】
○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１２．８（前月水準△２５．

３）となり、プラス幅が１２．５ポイント縮小した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合
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△ 25.0

△ 45.0
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ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年 令和７年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2～4月 ( 1～3月 )

全産業 ▲ 1.3 ▲ 6.0 ▲ 5.4 ▲ 8.6 ±0.0 ▲ 8.5 ▲ 8.5 ( ▲ 2.6 )

建  設 △ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 △ 10.5 △ 5.8 ▲ 12.5 ▲ 6.2 ( ▲ 11.7 )

製  造 ▲ 11.1 ▲ 10.5 ▲ 20.0 ▲ 23.5 ▲ 5.2 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ( ▲ 10.5 )

卸・小売 ▲ 15.0 ▲ 13.6 ▲ 10.0 ▲ 21.7 ▲ 10.0 ▲ 5.2 ▲ 21.0 ( ▲ 5.0 )

サービ ス △ 10.0 △ 4.5 △ 10.0 ±0.0 △ 10.5 ±0.0 △ 6.6 ( △ 15.7 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲８．５（前月水準△０．０）と

なり、マイナス幅が８．５ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲８．５（前月水準▲

２．６）となり、マイナス幅が５．９ポイント拡大する見通しである。

○

○
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■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 17.1

全国▲ 15.4
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
42.1%
45.5%

回答数
40.5%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

70全 産 業

46

建   設 16
20
19

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 15 33.3%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

41.3%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和7年１月２０日 ～ 令和７年２月３日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


